
証券コード 4679
2023年６月2日

（電子提供措置の開始日2023年５月23日）
株主のみなさまへ

東京都渋谷区千駄ヶ谷五丁目23番13号
株 式 会 社 田 谷

代表取締役社長 中 村 隆 昌
第49期定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
さて、当社第49期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご案内申しあ

げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記

ウェブサイトに「第49期定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載し
ております。

当社ウェブサイト https://www.taya.co.jp/ir/stock/meeting.html

上記当社ウェブサイトのほか、インターネット上の下記ウェブサイト (東京証券取引所)
にも掲載しております。

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

アクセス後、当社名または証券コードを入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR
情報」を順に選択のうえ、ご覧ください。
なお、当日のご出席に代えて、書面またはインターネットにより事前に議決権を行

使することができますので、お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書
類をご検討のうえ、2023年６月19日（月曜日）午後５時30分までに、議決権を行使
くださいますようお願い申しあげます。

敬 具

記
１．日 時 2023年６月20日（火曜日）午前10時（受付開始予定 午前９時）
２．場 所 東京都渋谷区神宮前一丁目14番30号 WITH HARAJUKU ３階

WITH HARAJUKU HALL
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）
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３．目 的 事 項
報 告 事 項 第49期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

事業報告および計算書類報告の件
決 議 事 項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件
第２号議案 会計監査人選任の件

4． その他招集にあたっての決定事項
（１） 代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する株主の

方に委任する場合に限られます。なお、代理人は１名とさせてい
ただきます。

（２） 議決権行使書において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の
意思表示をされたものとして取り扱わせていただきます。

（３） 書面とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、
インターネットによるものを有効な議決権行使として取り扱わせ
ていただきます。なお、インターネットによって複数回議決権を
行使された場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使とし
て取り扱わせていただきます。

以 上

電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容
を掲載させていただきます。

＜ご来場される株主様へのお願い＞
◎ 当日ご来場される際は、同封の議決権行使書用紙を会場の受付にご提出ください。

また、資源節約のため、本冊子をご持参くださいますようお願い申しあげます。
◎ 開催日当日の新型コロナウイルス感染症の状況やご自身の体調などをご勘案のう

え、ご来場くださいますようお願い申しあげます。
◎ 会場内には、アルコール消毒液などの設置をおこなわせていただきます。また、運

営をおこなうスタッフは、マスク着用にて応対させていただきます。
◎ 本総会当日までの感染拡大状況や政府等の発表内容等により上記対応を更新する場

合には、当社ウェブサイト（アドレス https://www.taya.co.jp）に掲載させてい
ただきます。
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議決権行使のご案内

書面による議決権行使

パソコン等による議決権行使

スマートフォン・タブレット端末による議決権行使

株主総会当日のご来場による議決権行使

行使期限

行使期限

行使期限

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご記入いただき、郵
送にてご返送ください。
議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の
意思表示をされたものとして取り扱わせていただきます。

当社指定の議決権行使サイト（https://evote.tr.mufg.jp/）にて、
議案に対する賛否をご入力いただき、ご送信ください。

同封の議決権行使書用紙をご持参いただき、会場受付にご提出くだ
さい。また、本冊子をご持参くださいますようお願いいたします。

書面とインターネット（パソコン、スマートフォン等）により重複して議決権を行使された場合は、
インターネットによるものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。
インターネットによって複数回議決権を行使された場合は、最後に行われたものを有効な議決権行
使としてお取扱いいたします。

同封の議決権行使書用紙の右下「ログイン用QRコード」をスマー
トフォンかタブレット端末で読み取り、表示されたURLを開き、
画面の案内に従って議案の賛否をご入力いただき、ご送信ください。

2023年６月19日（月）午後５時30分到着分まで

2023年６月19日（月）午後５時30分受付分まで

2023年６月19日（月）午後５時30分受付分まで
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QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書副票に記載のログインID・仮パス
ワードを入力することなく、議決権行使サイト
にログインすることができます。

1 議決権行使書副票（右側）に記載のQRコード
を読み取ってください。

1 議決権行使ウェブサイトにアクセスして
ください。

2 議決権行使書用紙に記載された「ログイン
ID・仮パスワード」を入力しクリックする。

4 以降は、画面の案内に従って賛否をご入力
ください。

3 新しいパスワードを登録する。
2 以降は、画面の案内に従って賛否をご入力
ください。

QRコードを用いずに議決
権を行使する場合は、右
の「ログインID・仮パスワ
ードを入力する方法」をご
確認ください。

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの
登録商標です。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

｢新しい
パスワード」を
入力

｢送信」を
クリック

｢ログイン」を
クリック

｢ログインID・
仮パスワード」
を入力

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部 ヘルプデスク

（通話料無料／受付時間 午前９時～午後９時）
0120-173-027

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォン等の操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

見本
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株主総会参考書類

第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件
現取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。）全員

（５名）は、本総会終結の時をもって任期が満了となりますので、取締役５名の選
任をお願いいたしたいと存じます。なお、本議案に関しまして、当社の監査等委
員会は、全ての取締役候補者について適任であると判断しております。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、当社における地位、担当
（重要な兼職の状況）

所有する当社
の 株 式 数

１

【再任】
た や かずまさ
田 谷 和 正

（1967年７月７日）

取締役会出席状況
13／13回（100％）

1988年４月 株式会社日本旅行入社
1991年６月 当社入社
1996年６月 当社取締役クレージュサロン営業部長
1997年６月 当社常務取締役

クレージュサロン営業部長
2003年４月 当社代表取締役社長
2016年６月 当社代表取締役会長（CEO）

現在に至る
（重要な兼職の状況）

有限会社ティーズ 代表取締役

81,910株

（取締役候補者とした理由）
長年に亘る当社での業務経験と事業経営に関する豊富な知識と経験を有しており、営業部門
を経て2003年より代表取締役社長、2016年より代表取締役会長（CEO）として職責を十分
に果たしていることから、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、当社における地位、担当
（重要な兼職の状況）

所有する当社
の 株 式 数

２

【再任】
なかむら たかまさ
中 村 隆 昌

（1974年１月21日）
取締役会出席状況

13／13回（100％）

1996年４月 当社入社
2009年６月 当社執行役員営業部関西支社長
2016年６月 当社執行役員経営企画部長
2020年６月 当社執行役員経営企画部長兼管理部長
2021年 4 月 当社執行役員経営企画本部長

兼管理本部長（兼）経営企画本部
経営企画グループ長

2021年 6 月 当社取締役兼執行役員経営企画本部長
兼管理本部長（兼）経営企画本部
経営企画グループ長

2022年４月 当社取締役執行役員（経営企画・マー
ケティング・経理財務グループ管掌）

2022年 6 月 当社代表取締役社長執行役員（COO）
現在に至る

1,400株

（取締役候補者とした理由）
長年に亘る当社での業務経験と営業業務に関する豊富な知識と経験を有しており、営業部門
を経て2016年から経営企画部門長、その後管理部門長、マーケティング部門および経理財務
部門も管掌し、2022年より代表取締役社長執行役員（COO）として職責を十分に果たして
いることから、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、当社における地位、担当
（重要な兼職の状況）

所有する当社
の 株 式 数

３

【再任】
ほ し な まさくに
保 科 匡 邦

（1958年１月22日）
取締役会出席状況

12／13回（92.3％）

1981年４月 当社入社
1993年２月 当社取締役
1995年７月 当社常務取締役営業本部長
1997年６月 当社専務取締役営業本部長
2003年４月 当社取締役副社長東日本営業本部長
2004年４月 当社取締役第一営業本部長

兼第一営業本部第一営業部長
2005年４月 当社取締役九州支社長
2006年６月 当社取締役専務執行役員九州支社長
2009年４月 当社取締役専務執行役員技術教育部長
2013年４月 当社取締役副社長執行役員人事部長
2016年４月 当社取締役副社長
2016年６月 当社代表取締役社長（COO）
2019年６月 当社代表取締役社長（COO）

兼営業本部長
2021年４月 当社代表取締役社長（COO）
2022年 6 月 当社取締役顧問

現在に至る

10,000株

（取締役候補者とした理由）
長年に亘る当社での業務経験と営業業務に関する豊富な知識と経験を有しており、1995年か
ら営業、技術および人事部門を経て、2016年より代表取締役社長（COO）、2022年より取
締役顧問として職責を十分に果たしていることから、引き続き取締役としての選任をお願い
するものであります。

４

【再任】
なかむら ま さ じ
中 村 正 二

（1970年５月10日）
取締役会出席状況

10／10回（100％）

1995年６月 当社入社
2017年４月 当社執行役員九州支社長
2022年４月 当社執行役員営業本部長
2022年 6 月 当社取締役執行役員営業本部長
2023年４月 当社取締役執行役員直営事業本部長

現在に至る

600株

（取締役候補者とした理由）
長年に亘る当社での業務経験と営業業務に関する豊富な知識と経験を有しており、2017年か
ら九州支社責任者を経て、2022年より営業本部長、2023年より直営事業本部長として職責
を十分に果たしていることから、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、当社における地位、担当
（重要な兼職の状況）

所有する当社
の 株 式 数

５

【再任】
しんどう かずひさ
新 藤 和 久

（1963年９月２日）
取締役会出席状況

10／10回（100％）

1987年９月 当社入社
2006年６月 当社執行役員第六事業部長
2009年６月 当社執行役員営業部九州支社長
2013年６月 当社取締役兼執行役員

マーケティング部長
2016年４月 当社取締役兼執行役員人事部長
2019年６月 当社執行役員人事教育部長
2022年４月 当社常務執行役員人事総務本部長
2022年 6 月 当社取締役執行役員人事総務本部長
2023年 4 月 当社取締役執行役員

フリーランス・ＦＣ事業本部長 兼
フリーランス・ＦＣ運営グループ長
現在に至る

4,000株

（取締役候補者とした理由）
長年に亘る当社での業務経験と営業業務に関する豊富な知識と経験を有しており、2009年か
ら九州支社責任者、マーケティング部門、人事部門および人事教育部門を経て、2022年より
人事総務本部長、2023年よりフリーランス・FC事業本部長として職責を十分に果たしてい
ることから、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を

締結しており、当該保険契約の内容の概要は、事業報告「４.会社役員の状況（４）役員等賠
償責任保険契約の概要等」に記載のとおりです。取締役候補者の選任が承認されますと、当
該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、当該保険契約は次回更新時にお
いても同内容での更新を予定しております。
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第２号議案 会計監査人選任の件
当社の会計監査人である普賢監査法人は、本総会終結の時をもって任期満了に

より退任されますので、監査等委員会の決定に基づき、新たにみつば監査法人を
会計監査人に選任することにつきご承認をお願いするものであります。
なお、監査等委員会がみつば監査法人を会計監査人の候補者とした理由は、み

つば監査法人が、会計監査人に必要な専門性、独立性及び品質管理体制を具備
し、同監査法人が当社の事業規模に適した効率的かつ効果的な監査業務の運営及
び監査報酬等の相当性を総合的に判断したためであります。
会計監査人候補者は、次のとおりであります。
名 称 みつば監査法人

主たる事務所の所在地 東京都品川区大井１丁目6番3号 アゴラ大井町3階

沿 革 2021年 ３月 みつば監査法人設立

概 要

出資金 3,600千円

構成人員
社員 ５名（公認会計士５名）
職員 １名（公認会計士１名）
その他の職員 １名

関与会社数 合計 １ 社
以 上
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取締役および執行役員候補者の指名方針および手続き
当社は、取締役および執行役員候補者の指名方針および手続きを次のように定めて

おります。

□ 選任にかかる基本方針
取締役および執行役員候補者の選任をおこなうにあたっては、指名・報酬委員

会の答申を受けた取締役会が当社の経営理念に沿った持続的な成長、長期的企業
価値の向上を実現するための責務を担うことを理解し、その職務と責任を全う出
来る適任者を指名することを方針とし、性別、年齢および国籍の区別なく、それ
ぞれの人格および見識などを十分考慮の上で選任します。

□ 取締役候補者選任方針
社内取締役の選任にあたっては、上記選任にかかる基本方針を理解し、その責

務の実現を果たしえる人物を選任することを方針とします。
□ 監査等委員である取締役候補者選任方針

監査等委員である取締役の選任にあたっては、上記選任にかかる基本方針を理
解し、その責務の実現を果たしえる人物を選定し、監査等委員会の同意を得た上
で選任する方針とします。

□ 社外取締役候補者選任方針
社外取締役の選任にあたっては、経営基盤の一層の強化、充実、コーポレート

ガバナンス体制の強化を果たすことを責務とし、独立性判断基準を満たした立場
から責務を達成し、経営の管理・監督機能を果たしえる人物を選定し、監査等委
員会の同意を得た上で選任する方針とします。

□ 執行役員候補者選任方針
執行役員の選任にあたっては、上記選任にかかる基本方針を理解し、取締役に

準じて、取締役会の指揮監督の下で業務執行を担い、その責務の実現を果たしえ
る人物を選任することを方針とします。

□ 候補者の指名手続き
取締役候補者と執行役員候補者の指名は、事前に上記方針に沿う候補者を選定

し、指名・報酬委員会の答申を受けた取締役会の決議をもって決定します。社外
取締役の指名については、同様の手続きを踏まえた上で、監査等委員会の同意を
得た後、取締役会にて決定します。
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取締役候補者の経験、知識、能力等一覧（スキル・マトリックス）
当社は、指名方針を遵守し、取締役会の多様性を確保することが、より良い経営判

断につながると認識しております。第１号議案が原案通り承認可決された場合の、当
社の経営体制、各取締役の経験、知識および能力等の一覧は次のとおりです。

会社における
地位（予定） 氏名

指名
報酬
委員

独立性 美容師 経営
戦略

営業
管理

人事
教育

広報
商品

経理財
務税務

ESG
多様性

IT
推進

代表取締役
会長（CEO） 田谷 和正 ● ● ● ● ●

代表取締役
社長執行役員（COO） 中村 隆昌 ● ● ● ● ● ●

取締役
顧問 保科 匡邦 ● ● ● ● ●

取締役
執行役員 中村 正二 ● ● ● ● ●

取締役
執行役員 新藤 和久 ● ● ● ● ●

取締役
監査等委員（常勤） 上原 俊晴 ● ● ● ● ●

社外取締役
監査等委員 田島 克夫 ● ● ● ●

社外取締役
監査等委員 生稲 晃子 ● ● ● ●

※ 上記一覧表は個々が有する全ての経験、知識および能力を表すものではありません。

取締役会の実効性評価
当社は、取締役会のさらなる実効性の確保および機能向上を目的に、評価アンケー

トを実施し、取締役会の実効性に関する分析・評価を行い、その結果について取締役
会に報告のうえ、議論を行いました。

対象者 取締役全員
対象期間 2022年１月から12月まで

評価項目 ①取締役会の構成 ②取締役会の運営 ③取締役会の議題
④取締役会を支える体制 ⑤その他

評価結果
および

今後の改善点

当社は、毎年各取締役への取締役会の実効性評価アンケート（自己評価）
を踏まえ、各評価項目に対する結果報告を取りまとめて報告し、十分な議論
を行っております。今回の結果と課題としては、構成人員のダイバーシティ、
強化項目および承認権限などについて議論されました。各々質問項目を踏ま
え、コーポレートガバナンス・コードへの対応について知識を深めておりま
す。また、対象期間において社外取締役が過半数を占める指名・報酬委員会
を６回開催し、取締役と執行役員の指名と報酬について独立した視点からの
諮問と答申が行われております。
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独立性判断基準
当社は、独立性判断基準を以下のように定め、次のいずれにも該当しないと判断さ

れる場合に独立性を有しているものと判断しております。

独立性判断基準
１．当社の大株主（※１）またはその業務執行者（※２）
２．当社を主要な取引先とする者（※３）またはその業務執行者
３．当社の主要な取引先（※４）またはその業務執行者
４．当社の主要な借入先（※５）の業務執行者
５．当社の会計監査人の代表社員または社員
６．当社から役員報酬以外に３事業年度当たり平均して1,000万円を超える金銭そ

の他の財産上の利益を得ているコンサルタント、弁護士、公認会計士等の専門
的サービスを提供する者

７．当社から３事業年度当たり平均して1,000万円を超える寄付を受けている者、
またはその業務執行者

８．過去３事業年度において、上記のいずれかに該当していた者
９．社外取締役の相互就任の関係にある先の出身者
10．上記のいずれかに該当する者が重要な者（※６）である場合、その配偶者また

は二親等以内の親族
11．その他、一般株主全体との間に恒常的な利益相反が生ずるなど独立性を確保す

ることができない恐れのある者
※１ 大株主とは、当社の議決権の10％以上を直接・間接に保有する者をいう
※２ 業務執行者とは、会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する業務執行者をいう
※３ 当社を主要な取引先とする者とは、その取引先の年間売上高の２％または１億円のいずれか高

い方の額以上の支払いを当社から受けた取引先をいう
※４ 当社の主要な取引先とは、当社の売上高の２％または１億円のいずれか高い方の額以上の支払

いを当社に行っている取引先をいう
※５ 当社の主要な借入先とは、事業報告において主要な借入先として氏名または名称が記載されて

いる借入先をいう
※６ 重要な者とは、取締役（社外取締役を除く）、監査役（社外監査役を除く）を含む部門長以上の

者、またはこれらに準ずる役職者、組織に所属する公認会計士や弁護士をいう
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事 業 報 告

(20222023
年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで)

１．会社の現況に関する事項
（1）当事業年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果
当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響は残り

つつも、行動制限の緩和により経済活動の回復の兆しが見られ始める一方、ウ
クライナ情勢の長期化や急激な円安進行、金利上昇等の影響によるエネルギー
コストや原材料価格の高騰など物価高が急激に進行しており、依然として先行
き不透明な状況にあります。
美容業界におきましても、物価高騰による消費マインドの冷え込みや新たな

生活様式に順応した営業体制の変化、店舗間競争の激化や労働需給逼迫による
美容師確保難など、当社を取り巻く経営環境は厳しい状況が続いております。
このような外部環境の中、当社といたしましては、企業理念である「すべて

の人に夢と希望を与え社会に貢献する」の下、「デジタルと人の融合」による美
容室経営を実践するべく、中期経営計画「T-ip60」を策定し、早期経営改善、
利益体質の実現へ向けた戦略を推進しております。当事業年度においては、
POSシステムやポイントサービスの導入、自社ECサイトの刷新などDXの推進
に注力、また、財務体質の早期改善を図るべく、不採算店舗の追加閉鎖や販管
費の圧縮などに着手し、事業基盤の再構築に取り組んでまいりました。
店舗につきましては、美容室１店舗（GRAND TAYA GINZA）を新規出店、

美容室１店舗（TAYA あざみ野店）を改装し、美容室15店舗を閉鎖いたしまし
た。これにより、当事業年度末の店舗数は、美容室70店舗となりました。
以上の結果、当事業年度の売上高は6,004百万円（前事業年度比7.9％減）と

なり、営業損失619百万円（前事業年度は営業損失1,106百万円）、経常損失
602百万円（前事業年度は経常損失1,106百万円）となりました。また、店舗
閉鎖に係る費用や減損損失などを特別損失に175百万円を計上したことにより、
当期純損失は804百万円（前事業年度は当期純利益390百万円）となりました。
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② 設備投資の状況
当事業年度に実施いたしました設備投資の総額は111百万円で、その主たる

ものは店舗の改装に伴う内装設備、器具備品の取得及びPOSシステムの導入等
であります。

③ 資金調達の状況
該当事項はありません。

④ 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
該当事項はありません。

⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑥ 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の
状況
該当事項はありません。

⑦ 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
該当事項はありません。
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（2）財産及び損益の状況

区 分 第 46 期
(2020年３月期)

第 47 期
(2021年３月期)

第 48 期
(2022年３月期)

第 49 期
(当事業年度)

(2023年３月期)
売 上 高（百万円） 8,746 6,785 6,519 6,004

経 常 損 失 （△）（百万円） △401 △1,282 △1,106 △602
当 期 純 利 益 又 は
当期純損失（△）（百万円） △384 △1,013 390 △804

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失（△)（円) △76.94 △202.89 78.05 △161.08

総 資 産（百万円） 5,028 4,899 3,243 2,366

純 資 産（百万円） 2,039 1,025 1,415 610

１株当たり純資産額（円) 408.14 205.25 283.30 122.22
（注）「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第48期の期首か
ら適用しており、第48期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の
指標等となっております。

（3）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況

該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況
該当事項はありません。

（4）対処すべき課題
当社は、企業理念に従い性別・年齢・国籍を問わずより多くの人々に喜んでい

ただける環境を創造し続け、ヘアビジネスにおけるリーディングカンパニーとし
て、多様化する消費者ニーズや変化する消費者のライフスタイルに応え、新技術
の開発、社員の教育、情報の発信、店舗の統廃合および合理的なコスト削減を継
続的に実施することを重点課題とし、収益性と成長性を同時に追求できる経営を
進めてまいります。また、コンプライアンスを重視し、内部統制システムの一層
の充実を図り、経済構造および社会情勢等の経営環境の変化に対し迅速かつ柔軟
に対応できるよう、企業体質の改善、強化に努めてまいります。
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なお、当社は、当事業年度末において、売上総利益の計上までは業績は回復し
たものの、新型コロナウイルス感染症の第２四半期以降の第７波、第８波による
感染者拡大による影響や、美容材料及びヘアケア商品の卸価格の上昇や光熱費の
急騰により店舗運営コストが増加したことで、当事業年度において営業損失619
百万円、マイナスの営業キャッシュ・フロー582百万円となり、４期連続の営業
損失およびマイナスの営業キャッシュ・フローを計上しております。これにより、
継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しており
ます。
このような状況の解消を図るべく、当社は中期経営計画『T-ip60』並びに

『TAYA BX (Beauty Transformation) PROJECT』を策定・推進し、当該状況
の改善に努めております。
当事業年度においては、DXの推進や、不採算店舗の追加閉鎖、抜本的な本部構

造改革による徹底したコストの圧縮を図ってまいりました。今後、営業面におい
ては、直営美容室の再構築をはじめ、スヴェンソングループとの協業による新サ
ービスの導入や新業態美容室の開設などを早期に展開し、収益力を増強させてま
いります。また、人的資本施策として働き方の多様化への取組みや評価制度改革、
更にプロモーション戦略の強化など、対外・対内的すべてにおいてリブランディ
ングを実施し、当社の再生に全力を尽くしてまいります。
資金面につきましては、当事業年度中には事業構造改革資金の一部をご支援い

ただいており、引き続き取引金融機関とは緊密に連携を行い、将来必要となる資
金についてもご支援いただけるよう良好な関係を継続できるよう対応してまいり
ます。また、金融機関以外からの調達についても適宜検討を進めてまいります。

（5）主要な事業内容（2023年３月31日現在）
当社は、美容施術（カット、パーマ、カラー等）の提供およびヘアケア商品の

販売を行う美容室等を経営しております。美容室としては、「TAYA」、「TAYA＆
CO.GINZA」、「Shampoo」、「MICHEL DERVYN」のブランドによる展開をおこ
なっております。
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（6）事業所（2023年３月31日現在）
① 本社 東京都渋谷区千駄ヶ谷５-23-13
② 九州支社 福岡県福岡市博多区博多駅東１-17-25 ＫＤビル６Ｆ
③ 店舗

（埼玉県）
TAYA 大宮ステラタウン店

（千葉県）
TAYA 本八幡店 TAYA 千葉そごう店
TAYA CRYSTAL WORLDイクスピアリ店 TAYA イオンモール津田沼店
TAYA 流山おおたかの森S・C店 TAYA ミーナ津田沼店

（東京都）
TAYA 麹町店 TAYA 九段店
TAYA 経堂店 TAYA 三軒茶屋店
TAYA つくし野店 TAYA 浜田山店
TAYA アトレ大井町店 TAYA アトレ恵比寿店
TAYA 自由が丘店 TAYA グランデュオ立川店
TAYA 東急百貨店吉祥寺店 TAYA 田園調布店
TAYA blue labelアルカキット錦糸町店 TAYA 西葛西店
TAYA 丸の内店 TAYA blue labelひばりが丘店
TAYA 北千住マルイ店 TAYA ルミネ池袋店
TAYA 町田店 TAYA 中野マルイ店
TAYA 府中店 GRAND TAYA GINZA
TAYA ＆ CO. GINZA 銀座本店 Shampoo 十条店
MICHEL DERVYN アトレ四谷店

（神奈川県）
TAYA 青葉台店 TAYA 市ヶ尾店
TAYA あざみ野店 TAYA 藤が丘店
TAYA もえぎ野店 TAYA たまプラーザ店
TAYA 東林間店 TAYA 青葉台東急スクエア店
TAYA たまプラーザ美しが丘店 TAYA イオン新百合ケ丘店
TAYA みなとみらい東急スクエア店 TAYA blue labelイオンモール大和店
TAYA blue labelイトーヨーカドー湘南台店 TAYA 相模大野店
TAYA シアル鶴見店 TAYA 武蔵小杉東急スクエア店
TAYA 溝の口店 TAYA 相模大野サテライト店
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（三重県）
Shampoo イオンモール四日市北店

（京都府）
TAYA ジェイアール京都伊勢丹店

（大阪府）
TAYA 大阪上本町店 Shampoo コムボックス光明池店
MICHEL DERVYN ハービスPLAZAエント店

（兵庫県）
TAYA 明石ビブレ店 TAYA 尼崎店

（福岡県）
TAYA けやき通り店 TAYA 長住店
TAYA 香椎店 TAYA 春日店
TAYA 藤崎店 TAYA 小倉セントシティ店
TAYA 大橋店 TAYA フォレオ博多店
TAYA 天神店 TAYA 今泉店
TAYA THE BASICS FUKUOKA Shampoo ビバモール赤間店

（熊本県）
TAYA 熊本光の森店

（7）従業員の状況（2023年３月31日現在）

従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

719（151）名 △156（△29）名 32.9歳 10.4年

（注）従業員数は就業員数であり、臨時従業員数は（ ）内に年間の各月末日在籍者の平均人員を
外数で記載しております。

（8）主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 238百万円

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 140

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 40

（9）その他会社の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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２．株式の状況（2023年３月31日現在）
（1）発行可能株式総数 16,000,000株
（2）発行済株式の総数 5,100,000株
（3）株主数 11,231名
（4）大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

有 限 会 社 テ ィ ー ズ 1,677千株 33.5％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 173 3.4

田 谷 千 秋 155 3.1

株 式 会 社 赤 城 自 動 車 教 習 所 136 2.7

田 谷 和 正 81 1.6

S M B C 日 興 証 券 株 式 会 社 67 1.3

Ｔ Ａ Ｙ Ａ 社 員 持 株 会 37 0.7

浜 野 統 一 34 0.6

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （信 託 口） 30 0.6

株 式 会 社 S B I 証 券 21 0.4

（注） 当社は、自己株式を102,946株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
なお、持株比率は自己株式を除外して計算しております。

（5）当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況
該当事項はありません。

（6）その他株式に関する重要な事項
該当事項はありません。
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３．新株予約権等の状況
（1）当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付

した新株予約権の状況
該当事項はありません。

（2）当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
該当事項はありません。

（3）その他新株予約権等に関する重要な事項
該当事項はありません。
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４．会社役員の状況
（1）取締役の状況（2023年３月31日現在）

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 会 長 田 谷 和 正 ＣＥＯ
有限会社ティーズ 代表取締役

代表取締役社長執行役員 中 村 隆 昌 ＣＯＯ

取 締 役 顧 問 保 科 匡 邦

取 締 役 執 行 役 員 中 村 正 二 営業本部長

取 締 役 執 行 役 員 新 藤 和 久 人事総務本部長

取 締 役
（監 査 等 委 員 ・ 常 勤） 上 原 俊 晴

取 締 役
（監 査 等 委 員） 田 島 克 夫 公認会計士田島事務所所長

田島克夫税理士事務所所長
取 締 役

（監 査 等 委 員） 生 稲 晃 子 参議院議員

（注）１．2022年６月21日開催の第48期定時株主総会終結の時をもって、石川英夫と野田宗典は
任期満了により監査等委員である取締役を退任いたしました。

２．大川雅之氏は、2023年１月31日に一身上の都合により取締役を退任いたしました。なお、
同氏は退任時においてチーフテクニカルオフィサー（CTO）を担当しておりました。

３．取締役（監査等委員）田島克夫氏及び生稲晃子氏は、社外取締役であります。
４．取締役（監査等委員）田島克夫氏は、公認会計士及び税理士の資格を有しており、財務及び

会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
5．取締役（監査等委員）生稲晃子氏は、旧姓かつ職務上の氏名を記載しております。戸籍上の

氏名は、佐山晃子であります。
6．当社は、取締役（監査等委員）田島克夫氏及び生稲晃子氏を東京証券取引所の定めに基づく

独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
7．当社は、情報収集の充実を図り、内部監査部門等との十分な連携を通じて、監査の実効性を

高め、監査・監督機能を強化するために、上原俊晴氏を常勤の監査等委員として選定してお
ります。

8．当社は、執行役員制度を導入しております。2023年３月31日現在の取締役を兼務する執行
役員を除く執行役員は次のとおりであります。
執行役員 板 谷 敦 子 マーケティンググループ長
執行役員 富 岡 亮 平 経営企画グループ長
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（2）責任限定契約の内容の概要
当社は、取締役（監査等委員）田島克夫氏および生稲晃子氏と、会社法第427

条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を
締結しております。当該契約に基づく、損害賠償責任の限度額は、同法第425条
第１項に定める最低責任限度額としております。

（3）補償契約の内容の概要等
該当事項はありません。

（4）役員等賠償責任保険契約の概要等
当社は、保険会社との間で、取締役および執行役員（当事業年度中に在任して

いた者を含む。）を被保険者とする、会社法第430条の３第１項に規定する役員等
賠償責任保険契約（D&O保険）を締結しております。
当該保険契約被保険者の範囲は取締役（監査等委員である取締役を含む。）およ

び執行役員であり、本保険料は当社が負担し、その一部（7.9％）を被保険者から
徴収、契約更新は１年毎におこなっております。
なお、当該保険契約では、当社が当該役員に対して損害賠償請責任を追及する

場合は保険契約の免責事項としており、また、補填する額について限度額を設け
ることにより、当該役員の職務の執行の適正性が損なわれないようにするための
措置を講じております。次回更新時には同内容での更新を予定しております。

（5）取締役の報酬等
① 役員報酬等の内容の決定に関する方針等

当社は、2018年４月６日開催の取締役会において、役員の報酬等の内容にか
かる決定方針を、コーポレートガバナンス・ガイドラインに【取締役および執
行役員報酬の決定方針および考え方】として決議しており、当該決定方針の変
更に際しては、指名・報酬委員会の諮問、答申を経て取締役会の承認の下で決
定することとしております。
取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別報酬等について、報酬等の内

容の決定方法および決定された報酬等の内容が当該決定方針と整合しているこ
とや、指名・報酬委員会からの答申が尊重されていることを確認しており、当
該決定方針に沿うものであると判断しております。決定方針の内容は次のとお
りです。
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取締役および執行役員報酬の決定方針および考え方
・ 取締役、監査等委員である取締役および執行役員は月額報酬とし、下記の方

法により算定します。
・ 報酬の考え方（制度設計）は、指名・報酬委員会の答申を受けた取締役会決

議で決定をおこない、透明性と公平性を高めます。
・ 取締役の報酬額は、株主総会において承認を得た限度額の範囲内とします。
・ 監査等委員である取締役の報酬額は、株主総会において承認を得た限度額の

範囲内とします。
・ 取締役、執行役員の報酬は指名・報酬委員会の答申を受けた取締役会決議で

決定します。
・ 監査等委員である取締役の報酬は指名・報酬委員会の答申を受けた監査等委

員である取締役の協議で決定します。
・ 社外取締役の報酬は定額とします。

月額報酬の算定方法
・ 社外取締役を除く取締役の報酬は会社業績との連動性を確保しつつ、役位、

経歴、実績、各種要素の基準を定め、業績、貢献度を勘案し報酬範囲内で配
分する報酬体系とします。

・ 執行役員の報酬は会社業績との連動性を確保しつつ、役位、経歴、実績、各
種要素の基準を定め、業績、貢献度を勘案し決定します。

② 当事業年度に係る報酬の総額等

区 分 員 数 報酬等の総額

取 締 役 （監 査 等 委 員 を 除 く。） 6名 76百万円

取 締 役 （監 査 等 委 員）
（う ち 社 外 取 締 役）

5
（3）

14
（7）

合 計
（う ち 社 外 取 締 役）

11
（3）

91
（7）

（注）１．取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬限度額は、2016年６月21日開催の第42
期定時株主総会において年額300百万円以内（ただし使用人分給与は含まない。）と決議い
ただいております。同定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取締役を除く。）
の員数は５名です。

２．取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2016年６月21日開催の第42期定時株主総会におい
て年額30百万円以内と決議いただいております。同定時株主総会終結時点の取締役（監査等
委員）の員数は３名です。

３. 上記には事業年度中に退任した取締役3名の報酬等が含まれております。
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４．役員報酬等の内容の決定に関する方針等に基づき、業績を鑑みて社外取締役を除く取締役の
報酬を2022年６月から８月、2022年12月から2023年２月までの期間は10％削減してお
ります。

５．取締役会は、代表取締役会長 田谷和正氏に、各取締役および執行役員の基本となる報酬の
額および担当する部門の業況等を踏まえた報酬等の内容決定を委任しております。委任した
理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ、各担当の評価をおこなうには代表取締役が適任で
あると判断したためであります。なお、委任された内容の決定にあたっては指名･報酬委員
会の諮問、答申を受け、その妥当性について確認をしております。

③ 当事業年度において支払った役員退職慰労金等
該当事項はありません。

（6）社外役員に関する事項
① 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

社外取締役田島克夫氏は、公認会計士田島事務所所長および田島克夫税理士
事務所所長を兼務しております。また、社外取締役生稲晃子氏は、参議院議員
を兼務しております。それぞれの事務所等と当社との間には特別な利害関係は
ありません。

② 当事業年度における主な活動状況

地 位 氏 名 出席状況、発言状況及び
社外取締役に期待される役割に関しておこなった職務の概要

取 締 役
（監査等委員） 田 島 克 夫

当事業年度に開催された取締役会13回と監査等委員会８回の全て
に出席いたしました。主に公認会計士および税理士の見地から意
見を述べるなどにより、取締役会、監査等委員会の意思決定の妥
当性・適正性を確保するための助言・提言をおこない、適切な役
割を果たしております。また、指名・報酬委員会の委員として
も、開催された委員会において客観的・中立的な立場で当社の役
員候補者の選定や役員報酬等の決定過程における監督機能を担っ
ております。

取 締 役
（監査等委員） 生 稲 晃 子

就任後に開催された取締役会10回のうち8回と監査等委員会5
回の全てに出席いたしました。国が推進する様々なプロジェクト
への参画やカウンセラー資格を活かして幅広く活動をされてお
り、主に社会貢献や消費者としての観点から意見を述べるなどに
より、取締役会、監査等委員会の意思決定の妥当性・適正性を確
保するための助言・提言をおこない、適切な役割を果たしており
ます。また、指名・報酬委員会の委員としても、開催された委員
会において客観的・中立的な立場で当社の役員候補者の選定や役
員報酬等の決定過程における監督機能を担っております。

（注）上記取締役会の開催回数のほか、会社法第370条及び当社定款第27条の規定に基づき、取締役
会決議があったものとみなす書面決議が17回ありました。
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５．会計監査人の状況
（1）名称 普賢監査法人

（2）報酬等の額
報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 17百万円

当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 17百万円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づ
く監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業
年度に係る会計監査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの
算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検証をおこなったうえで、会計監査人の報
酬等の額について同意の判断をいたしました。

（3）非監査業務の内容
該当事項はありません。

（4）責任限定契約の内容の概要
該当事項はありません。

（5）補償契約の内容の概要等
該当事項はありません。

（6）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があ

ると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関す
る議案の内容を決定いたします。
また、監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目

に該当すると認められる場合は、監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を
解任いたします。この場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最初
に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨とその理由を報告いた
します。
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６．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要
（1）業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その
他会社の業務の適正を確保するための体制についての概要は以下のとおりであり
ます。
① 企業活動の基本方針

当社は、次の企業理念を掲げ、経営の基本方針としております。

【企業理念】
『すべての人に夢と希望を与え、社会に貢献する』
その意味で４つの「Ｓ」を満足できるレベルで実現し、信頼される企業となる
ＥＳ 社員満足
ＣＳ お客様満足
ＩＳ 株主満足
ＳＳ 社会貢献

② 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた
めの体制
当社は、コンプライアンス全体を統括する組織として、社長を委員長とする

「ＣＲ（コンプライアンス・リスク）管理委員会」を設け、『企業理念』の下、
日ごろの職務執行の指針となる『TAYA行動規範』を明確に策定し、すべての
役員および従業員が、これをよく理解し、健全な企業風土の構築に努めており
ます。「ＣＲ管理委員会」は、コンプライアンス体制の推進のため、役員および
従業員に教育、研修を行い、また、モニタリングにより、実施状況を把握し以
後の対応方針を決定しております。コンプライアンスに関する相談や不正行為
等の通報のために、内部監査課が窓口となって、通報者の保護を徹底した内部
通報制度【相談窓口】を運用しております。
当社は、社長直轄の「経営企画グループ」に「内部監査課」を設置し、業務

活動全般に関し、方針・計画・手続きの妥当性や業務実施の有効性、法令・社
内規程の遵守状況等について定期的に内部監査を実施し、業務の改善に向け、
具体的な助言、勧告を行い、監査結果を社長に報告しております。また、役員
および従業員は、内部監査課が内部監査を行う際、不当な制約をしてはならな
いことになっております。
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③ 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
当社は、取締役会をはじめとする重要な会議の意思決定に係る記録や、各取

締役が職務権限に基づいて決裁した文書等、取締役の職務の執行に係る情報を
適正に記録し、法令および「文書管理規程」等の社内規程に基づき保存および
管理をしております。
また、お客様や役員および従業員等の個人情報保護に関しては、基本方針

（プライバシーステートメント）を策定し、社内外に明らかにするとともに、
「ＣＰ（コンプライアンス・プログラム）運営委員会」を設け、適正な情報管理
を常に心がけております。

④ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社は、リスク管理全体を統括する組織を「ＣＲ管理委員会」として、危機

管理に関する規程を整備し、その運用を図っております。
不測の事態が発生した場合には、社長指揮のもと対策本部を設置し、迅速な

対応を行い、損害の拡大を防止する体制を整えてまいります。
⑤ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

当社は、月１回の定例取締役会の他、適宜必要に応じて臨時取締役会を開催
し、重要事項に関して迅速かつ的確な意思決定を行っております。
取締役会の決定に基づく業務執行については、組織規程、業務分掌規程およ

び職務権限規程において、それぞれの責任者およびその責任、執行手続の詳細
について定めております。
取締役（監査等委員である取締役を除く。）については、経営責任を明確に

し、経営環境の変化に迅速に対応するため、任期を１年としております。また、
「経営の意思決定」「執行監督機能」と「業務執行機能」を分離し、それぞれの
機能の強化を図るため、執行役員制度を導入しております。

⑥ 監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項
当社は、監査等委員会の職務の実効性を高めるため、常勤の取締役（監査等

委員）を置き、その職務の執行に必要な場合は、「内部監査課」課員に監査等委
員会の職務遂行の補助を委嘱しております。

⑦ 前項使用人の取締役からの独立性に関する事項及び指示の実効性の確保に関
する事項
「内部監査課」に配置する従業員への指揮命令は監査等委員会が行うものと
し、人事異動・考課は、事前に監査等委員会の承認を得ております。
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⑧ 取締役及び使用人が監査等委員会に報告するための体制とその他の監査等委
員会への報告に関する体制及び監査等委員会へ報告した者が当該報告をした
ことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制
取締役は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実・不正もしくは法

令・定款違反等について、直ちに監査等委員会に報告します。従業員は、内部
通報制度により、不正・違反行為を内部監査課に通報します。内部通報を受け
た内部監査課部門長は、社長（ＣＲ管理委員会）へ報告すると同時に監査等委
員会へ報告することとしております。なお、当該報告を行ったことを理由とし
て不利な取扱いを行うことを禁止し、通報者の保護を徹底しております。

⑨ 監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の
当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
監査等委員がその職務の執行について生じる費用の前払い又は償還などの請

求をしたときは、当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合
を除き、速やかに応じております。

⑩ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
常勤の監査等委員は、取締役会の他、重要な意思決定の過程および業務の執

行状況を把握するため、ＣＲ管理委員会、ＣＰ運営委員会、経営戦略会議など
の重要な会議に出席するとともに、稟議書その他業務執行に関する重要な文書
を閲覧し、必要に応じ、いつでも取締役又は従業員に説明・報告を求めること
ができます。また、監査等委員会は、会計監査人から会計監査内容、内部監査
課から内部監査内容について説明を受けるとともにそれぞれとの情報交換を行
い緊密な連携を図っております。

⑪ 財務報告の適正性を確保するための体制
当社は、金融商品取引法およびその他の法令の定めに従って、財務報告の適

正性を確保し、適切な開示を行うため、内部統制が有効かつ適切に行われる体
制を整備しております。

⑫ 反社会的勢力の排除に向けた基本的な考え方及びその体制
当社は、反社会的勢力とは一切の関係を持たず、さらに不当要求等の介入を

断固拒否し、警察等関係機関および顧問弁護士とも連携し、毅然と対応してま
いります。
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（2）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社では、上記に掲げた内部統制システムを整備しており、これらに基づいて、

以下の具体的な取り組みを行っております。
① 取締役の職務の執行に関する取り組み

当社では、毎月１回行われる定時取締役会に加え、必要に応じて臨時取締役
会を開催し、決議事項及び経営方針等の意思決定を行っております。また、決
定内容に応じて経営戦略会議及びそれに準ずる会議を定期的または必要に応じ
て開催し、経営上重要な施策の実施、実施内容の報告などを行っております。

② 監査等委員の職務の執行に関する取り組み
当社では年６回の監査等委員会及び必要に応じた臨時の監査等委員会（当期

２回）の開催により監査方針、監査計画等の決定等を行っており、各監査等委
員は、重要な会議への出席、決裁書類等の閲覧等を通じて監査を行うことで、
職務執行について適時意見を述べております。また、内部監査課を職務遂行の
補助スタッフとし、随時意見交換することで情報の共有化を図っております。

③ リスクマネジメント体制に関する取り組み
当社では、リスク管理体制を構築するために、ＣＲ管理委員会、ＣＰ運営委

員会を年２回開催、必要に応じて随時開催し、社内外の様々なリスクに対し管
理状況、情報共有及び防止対策を行っております。また、経営を取り巻く様々
なリスクについては適時チェックを行い、企業体質の改善、強化に努めており
ます。

④ コンプライアンスに関する取り組み
コンプライアンス体制を推進するため、ＣＲ管理委員会、ＣＰ運営委員会を

年２回開催し、決定内容に基づき役員及び従業員に教育、研修を行っておりま
す。また、通報者の保護を徹底した内部通報制度（相談窓口）により、違反等
の早期発見に努めております。

７．剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、業容の拡充に努めるとともに、株主の皆様に対し安定的な配当を継続し

て実施しつつ、業績に応じた利益還元を行うことを基本方針としております。
しかしながら、当事業年度の配当につきましては、業績等を総合的に勘案いたし

ました結果、誠に遺憾ながら無配とさせていただきます。
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貸 借 対 照 表
（2023年３月31日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
商 品
美 容 材 料
貯 蔵 品
前 払 費 用
そ の 他
貸 倒 引 当 金
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
工具、器具及び備品
土 地
リ ー ス 資 産
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他
投 資 そ の 他 の 資 産
出 資 金
長 期 前 払 費 用
敷 金 及 び 保 証 金
そ の 他

843,520
386,163
273,409
36,578
17,821
5,771

74,503
50,207
△936

1,523,346
511,507
313,677

483
38,208

159,045
93

58,094
21,996
36,097
953,744

160
4,148

947,090
2,345

流 動 負 債 1,023,983
支 払 手 形 60,140
電 子 記 録 債 務 79,581
買 掛 金 32,708
短 期 借 入 金 122,500
１年内返済予定の長期借入金 43,141
リ ー ス 債 務 93
未 払 金 121,171
未 払 費 用 281,868
未 払 法 人 税 等 36,512
未 払 消 費 税 等 31,541
契 約 負 債 102,731
前 受 金 550
預 り 金 16,282
賞 与 引 当 金 38,293
資 産 除 去 債 務 56,866
固 定 負 債 732,145
長 期 借 入 金 252,765
繰 延 税 金 負 債 12,731
退 職 給 付 引 当 金 266,215
資 産 除 去 債 務 194,373
そ の 他 6,060
負 債 合 計 1,756,128
（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 610,738
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 3,132,425
その他資本剰余金 3,132,425
利 益 剰 余 金 △2,412,189
利 益 準 備 金 66,920
その他利益剰余金 △2,479,109
繰越利益剰余金 △2,479,109

自 己 株 式 △159,497
純 資 産 合 計 610,738

資 産 合 計 2,366,866 負 債 純 資 産 合 計 2,366,866
（注） 金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

(自至 2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日
日)

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 6,004,926
売 上 原 価 5,650,847
売 上 総 利 益 354,078

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 973,966
営 業 損 失 619,887

営 業 外 収 益
受 取 利 息 8
助 成 金 収 入 5,409
協 賛 金 収 入 4,327
受 取 保 険 金 2,590
そ の 他 12,501 24,837

営 業 外 費 用
支 払 利 息 2,715
資 金 調 達 費 用 2,500
そ の 他 2,142 7,357
経 常 損 失 602,408

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 2,270
会 員 権 売 却 益 1,554 3,825

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 3,207
減 損 損 失 92,817
店 舗 閉 鎖 損 失 79,658 175,683
税 引 前 当 期 純 損 失 774,266
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 34,904
法 人 税 等 調 整 額 △4,260 30,643
当 期 純 損 失 804,909

（注） 金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

(自至 2022
2023

年
年

４
３

月
月

１
31

日
日)

（単位：千円）

株主資本

資本金

資本剰余金

その他資本剰余金 資本剰余金
合 計

当期首残高 50,000 3,132,425 3,132,425

当期変動額

当期純利益

当期変動額合計 － － －

当期末残高 50,000 3,132,425 3,132,425

株主資本

純 資 産
合 計

利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合計利益

準備金

その他利益
剰 余 金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当期首残高 66,920 △1,674,199 △1,607,279 △159,497 1,415,648 1,415,648

当期変動額

当期純利益 △804,909 △804,909 △804,909 △804,909

当期変動額合計 － △804,909 △804,909 － △804,909 △804,909

当期末残高 66,920 △2,479,109 △2,412,189 △159,497 610,738 610,738
（注） 金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

2023年05月19日 17時31分 $FOLDER; 32ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



個別注記表
１．継続企業の前提に関する注記

当社は、当事業年度末において、売上総利益の計上までは業績は回復したものの、新型コロナウ
イルス感染症の第２四半期以降の第７波、第８波による感染者拡大による影響や、美容材料及びヘ
アケア商品の卸価格の上昇や光熱費の急騰により店舗運営コストが増加したことで、当事業年度に
おいて営業損失619,887千円、マイナスの営業キャッシュ・フロー582,507千円となり、４期連
続の営業損失およびマイナスの営業キャッシュ・フローを計上しております。これにより、継続企
業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しております。
このような状況の解消を図るべく、当社は中期経営計画『T-ip60』並びに『TAYA BX (Beauty

Transformation) PROJECT』を策定・推進し、当該状況の改善に努めております。
当事業年度においては、DXの推進や、不採算店舗の追加閉鎖、抜本的な本部構造改革による徹

底したコストの圧縮を図ってまいりました。今後、営業面においては、直営美容室の再構築をはじ
め、スヴェンソングループとの協業による新サービスの導入や新業態美容室の開設などを早期に展
開し、収益力を増強させてまいります。また、人的資本施策として働き方の多様化への取組みや評
価制度改革、更にプロモーション戦略の強化など、対外・対内的すべてにおいてリブランディング
を実施し、当社の再生に全力を尽くしてまいります。
資金面につきましては、当事業年度中には事業構造改革資金の一部をご支援いただいており、引

き続き取引金融機関とは緊密に連携を行い、将来必要となる資金についてもご支援いただけるよう
良好な関係を継続できるよう対応してまいります。また、金融機関以外からの調達についても適宜
検討を進めてまいります。
これらの状況を鑑み、現時点において、継続企業の前提に関する重要な疑義を解消すべく取り組

んでいる対応策は実施途上にあり、今後の事業進捗や追加的な資金調達の状況等によっては、当社
の資金繰りに重要な影響を及ぼす可能性があることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性
が存在するものと認識しております。
なお、計算書類は継続企業を前提としており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を

計算書類に反映しておりません。
２．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品・美容材料 主として移動平均法による原価法を採用しております。（貸借対照表
価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

貯蔵品 最終仕入原価法による原価法を採用しております。（貸借対照表価額
については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

（2）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産

（リース資産を除く）
定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得し
た建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得し
た建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ３～50年
器具備品 ２～13年

なお、「定期賃貸借契約」による建物については、耐用年数を個別
の定期賃貸借期間に基づいて償却しております。
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② 無形固定資産
（リース資産を除く）

定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアは、社内における利用可能期間（５
年）に基づいております。

③ リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用してお
ります。

④ 長期前払費用 定額法を採用しております。
（3）引当金の計上基準

① 貸倒引当金 売掛債権等の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒
実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能
性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当事業年
度の負担額を計上しております。

③ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務
の見込額に基づき計上しております。
イ 退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末まで
の期間に帰属させる方法については、期間定額基準によっておりま
す。

ロ 数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異は、発生した事業年度に全額費用処理することと
しております。

（4）収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義

務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
①美容施術
当社は、当社店舗においてカット・カラー・パーマ等の美容施術サービスの提供を行っておりま

す。この収益の履行義務は、顧客からの注文に基づきカット・カラー・パーマ等の美容施術を提供す
ることであります。この収益が認識される時期は、顧客への美容施術の全工程が完了し、顧客が施術
完了を確認した時点で履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。
当社が独自で運営するポイントプログラムについては、付与したポイントを履行義務として識別

し、将来の失効見込み等を考慮して算定した独立販売価格を基礎として取引価格の配分を行い、ポイ
ントの使用時及び失効時に収益を認識しております。また、他社が運営するポイントプログラムに係
るポイント相当額については、顧客に対する美容施術サービスの履行義務に係る取引価格の算定にお
いて、第三者のために回収する金額として、取引価格から控除し収益を認識しております。

②商品の販売
当社は、当社店舗並びにインターネットにおいてヘアケア商品、化粧品及び美容家電等の販売を行

っております。この収益の履行義務は、顧客からの注文に基づき商品を引き渡すことであります。こ
の収益が認識される時期については、顧客に商品を引き渡した時点で収益を認識しております。ただ
し、インターネットにおける販売については、すべて国内販売となっており、出荷時から顧客に引き
渡される期間は通常の期間であるため、出荷時点で収益を認識しております。
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３．表示方法の変更に関する注記
損益計算書
前事業年度において、営業外収益の「その他」に含めておりました「受取保険金」（前事業年度

は329千円）は、金額的重要性が増したため、当事業年度において独立掲記しております。
前事業年度まで区分掲記しておりました「受取販売手数料」(当事業年度は904千円)、「従業員負

担金」(当事業年度は1,043千円)、「受取和解金」(当事業年度は1,100千円)は、金額的重要性が乏
しくなったため、当事業年度においては、営業外収益の「その他」に含めております。
前事業年度まで区分掲記しておりました「商品廃棄損」(当事業年度は511千円)は、金額的重要

性が乏しくなったため、当事業年度においては、営業外損失の「その他」に含めております。

4．重要な会計上の見積りに関する注記
（1）有形固定資産の減損

当社は、減損の兆候がある資産グループについて、将来キャッシュ・フローの見積りに基づき
減損損失の認識・測定を実施しております。

・科目名及び当事業年度計上額
科目名 金額（千円）

有形固定資産 337,519
・会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

減損損失の認識・測定において用いられる将来キャッシュ・フローは、資産グループの現在の
使用状況や合理的な使用計画を考慮し見積っております。当該見積りに用いる資産グループの営
業損益は過去の損益実績に基づき算出した、一定または逓減する成長率の仮定を用いて見積って
おります。
このような見積りは、当社の事業計画に基づき経営者による最善の見積りによって行っており

ますが、将来の不確実な経済条件の変動等によって見直しが必要となった場合、翌事業年度の計
算書類において、有形固定資産及び損益の金額に影響を与える可能性があります。

(2) 資産除去債務
当社は、事務所及び美容室店舗の建物賃貸借契約のうち定期賃貸借契約に伴う原状回復義務に

基づく原状回復費用について、取得から定期賃貸借契約期間で見積り、割引率は定期賃貸借期間
に応じた国債利回りを使用して資産除去債務の金額を計算しております。
また、定期賃貸借契約以外の建物賃貸借契約について、契約形態の変更・移転・閉鎖等が決定し
た場合など合理的な債務の見積りができる状況になった場合は追加的に計上を行っております。

・科目名及び当事業年度計上額
科目名 金額（千円）

資産除去債務（流動） 56,866
資産除去債務（固定） 194,373

・会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
このような見積りは、原状回復費用等の発生事実に基づき経営者による最善の見積りによって

行っておりますが、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要となった場合、翌事業
年度の計算書類において認識する資産除去債務の金額に重要な影響を与える可能性があります。
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５．貸借対照表に関する注記
（1）担保に供している資産及び担保に係る債務

預金 126,250 千円
建物 24,764 千円
土地 99,380 千円
敷金及び保証金 18,440 千円
合計 268,835 千円

上記物件は、借入金 180,000千円の担保に供しております。

（2） 有形固定資産の減価償却累計額 2,420,502 千円

（3） 取締役に対する金銭債務 6,060 千円

６．株主資本等変動計算書に関する注記
（1）発行済株式の種類及び総数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首
株式数（千株）

当事業年度増加
株式数（千株）

当事業年度減少
株式数（千株）

当事業年度末
株式数（千株）

普 通 株 式 5,100 － － 5,100

（2）自己株式の種類及び株式数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首
株式数（千株）

当事業年度増加
株式数（千株）

当事業年度減少
株式数（千株）

当事業年度末
株式数（千株）

普 通 株 式 102 － － 102

（3）剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等

該当事項はありません。
② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

該当事項はありません。
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７．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針
当社は、設備計画に照らして、設備に必要な資金（主に銀行借入）を調達しております。余資

は元本が保証されている定期預金及び一定以上の格付を取得した債券を対象にして運用しており
ます。また、短期的な運転資金は銀行借入により調達しております。デリバティブは、後述する
リスクを回避するために利用し、投機的な取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である売掛金、敷金及び保証金は、取引先の信用リスクに晒されております。
営業債務である買掛金等仕入債務及び未払金、未払費用などは、そのほとんどが３ヶ月以内の

支払期日であります。
短期借入金は主に短期的な運転資金を目的とし、長期借入金及びリース債務は主に設備投資に

係る資金調達を目的としており、一定期間毎に定額で返済しております。
また、借入金の一部については変動金利のため、金利変動リスクに晒されております。
なお、当事業年度において、デリバティブ取引はありません。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
イ 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、債権管理規程に従い、営業債権、敷金及び保証金について、事業部門における営業
グループ、支社が各々統括する主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、経理財務部門
において毎月取引先毎に期日及び残高を管理することによって、財務状況等の悪化等による回
収懸念の早期把握や軽減を図っております。
定期預金については、高格付の銀行との取引のみとしており、有価証券及び投資有価証券に

ついては高格付の債券のみとしているために、信用リスクは僅少であります。
デリバティブ取引については、取引相手先を高格付を有する銀行に限定しているため信用リ

スクはほとんどないと認識しております。
ロ 市場リスク（金利の変動リスク）の管理

債券については、定期的に時価を把握しております。
借入金については、支払金利の変動を定期的にモニタリングし、金利動向を随時把握するこ

とで、当該リスクを管理しております。
デリバティブ取引の執行・管理については、担当部署が取締役会の承認を得て行っておりま

す。月次の取引実績は、取締役会に報告することになっております。
ハ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

当社は、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新するととも
に、手許流動性の維持などにより当該リスクを管理しております。
なお、当事業年度において、デリバティブ取引はありません。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用す

ることにより、当該価額が変動することがあります。
（2）金融商品の時価等に関する事項

2023年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりで
あります。
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貸借対照表計上額
（千円） 時価（千円） 差額（千円）

① 敷金及び保証金 947,090 945,874 △1,216
資産計 947,090 945,874 △1,216

① 長期借入金 295,906 294,873 △1,032
② リース債務 93 93 －

負債計 295,999 294,967 △1,032
（注）１．「現金及び預金」、「売掛金」、「支払手形」、「電子記録債務」、「買掛金」、「短期借入金」、「未

払金」、「未払費用」については、現金であること、又は短期間で決済されるため、時価が帳
簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

２. 金銭債権の決算日後の償還予定額

１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 386,163 － － －
売掛金 273,409 － － －

合計 659,573 － － －
※敷金及び保証金については償還予定が確定していないため記載しておりません。

３. 長期借入金、リース債務及びその他の有利子負債の決算日後の返済予定額

１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

短期借入金 122,500 － － － － －
長期借入金 43,141 49,153 45,372 45,372 33,872 78,996
リース債務 93 － － － － －

合計 165,734 49,153 45,372 45,372 33,872 78,996

４. 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つ

のレベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される

当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時

価の算定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプット

がそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類して
おります。
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時価をもって貸借対照表計上額としない金融商品
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
① 敷金及び保証金 － 945,874 － 945,874

資産計 － 945,874 － 945,874
① 長期借入金 － 294,873 － 294,873
② リース債務 － 93 － 93

負債計 － 294,967 － 294,967

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
敷金及び保証金
敷金及び保証金の時価は、賃貸借先別の将来キャッシュ・フローと賃貸借期間の残存期間に応じ

た国債の利回りを基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金及びリース債務
これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基

に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

８．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（単位：千円）
（繰延税金資産）

賞与引当金 13,245
税務上の収益認識差額 35,534
繰越欠損金（注） 732,716
減損損失 85,954
退職給付引当金 92,083
資産除去債務 86,903
その他 28,354
繰延税金資産小計 1,074,793
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額（注） △732,716
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △342,077
評価性引当額小計 △1,074,793
繰延税金資産合計 －

（繰延税金負債）
資産除去債務に対応する除去費用 △12,731
繰延税金負債合計 △12,731
繰延税金負債の純額 △12,731
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（注） 税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額
当事業年度（2023年３月31日）

（単位：千円）
１年以内 １年超

２年以内
２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超 合計

税務上の繰越
欠損金（※） － － － － － 732,716 732,716

評価性引当額 － － － － － △732,716 △732,716

繰延税金資産 － － － － － － －

（※）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。
９．リースにより使用する固定資産に関する注記

貸借対照表に計上した固定資産のほか、器具及び備品等の一部については、所有権移転外ファイナ
ンス・リース契約により使用しております。
10．１株当たり情報に関する注記
（1） １株当たり純資産額 122円22銭
（2） １株当たり当期純損失 161円08銭
11．資産除去債務に関する注記
（1）資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

① 当該資産除去債務の概要
事務所及び美容室店舗の建物賃貸借契約のうち定期賃貸借契約に伴う原状回復義務等でありま

す。
② 当該資産除去債務の金額の算定方法
定期賃貸借契約の物件について取得から定期賃貸借契約期間で見積り、割引率は定期賃貸借期間

に応じた国債利回りを使用して資産除去債務の金額を計算しております。
③ 当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減

期首残高 234,952千円
有形固定資産の取得による増加額 5,821
時の経過による調整額 201
債務の履行による減少額 △41,542
その他の増加額（注１） 51,807
期末残高 251,239

（注１）その他の増加額の主なものは、定期賃貸借契約以外の賃貸借契約の店舗について、移転・
閉鎖等が決定したことにより、資産除去債務を合理的に見積ることができるようになった
ため、追加計上したことによるものであります。

（2）貸借対照表に計上しているもの以外の資産除去債務
当社は、賃貸借契約に基づき使用する美容室店舗等について、退去時における原状回復に係る債

務を有しておりますが、定期賃貸借契約以外の賃貸借契約のうち、当該債務に関連する賃借資産の
使用期間が明確でなく現時点で移転等も予定されていないものについては、資産除去債務を合理的
に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。
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12．収益認識に関する注記
（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)
美容施術 商品 その他 合計

顧客との契約から生じる収益 5,448,645 543,367 12,912 6,004,926
外部顧客への売上高 5,448,645 543,367 12,912 6,004,926

（2）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は、「２.重要な会計方針に係る事項に関する注記」の

「（４）収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。
なお、取引の対価は概ね１か月以内に受領しており、当該顧客との契約に基づく重要な金融要素

の調整は行っておりません。

（3）当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
① 契約負債の残高等

(単位：千円)
期首残高 期末残高

契約負債 ― 102,731
契約負債は、当社が顧客に付与した自社ポイントのうち、事業年度末時点において履行義務を充足

していない残高であり、ポイントの使用及び失効に伴う収益の認識に伴い取り崩されます。

② 残存履行義務に配分した取引価格
当社においては、当初の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実務上の便法を適

用し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客との契約から生じる対価
の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
株 式 会 社 田 谷 2023年５月18日

取 締 役 会 御 中
普 賢 監 査 法 人

東 京 都 千 代 田 区
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 荒 木 正 博
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 嶋 田 両 児

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社田谷の2022年４月１日か

ら2023年３月31日までの第4９期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主
資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監
査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に
表示しているものと認める。
監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。
監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されて
いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、ま
た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十
分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
継続企業の前提に関する重要な不確実性
継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は、当事業年度において営業損失

619,887千円、マイナスの営業キャッシュ・フロー582,507千円となり、４期連続の営業損失及び
マイナスの営業キャッシュ・フローを計上している。これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生
じさせるような事象又は状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が
認められる。なお、当該事象又は状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由について
は当該注記に記載されている。計算書類等は継続企業を前提として作成されており、このような重要
な不確実性の影響は計算書類等に反映されていない。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を

作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備
及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査

法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい

て、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があ
るかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候
があるかどうか注意を払うことにある。
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当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に
は、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書

類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算
書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含
まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成すること
が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づ
いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。
計算書類等の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬に
よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場か
ら計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性
があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれ
る場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに
対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監
査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連
する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手し
た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要
な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ
る場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性
に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明す
ることが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいている
が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、
並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別

した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他
の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告
監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第49期事業年度における取締
役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたしま
す。
１．監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決
議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び
使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、
意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。
①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重
要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に
応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の
状況を調査しました。
②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証すると
ともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計
算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業
会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いた
しました。

２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているもの
と認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認め
られません。

③内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部
統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき
事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人普賢監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年５月18日
株式会社 田 谷 監査等委員会
監査等委員（常勤） 上 原 俊 晴 ㊞
監 査 等 委 員 田 島 克 夫 ㊞
監 査 等 委 員 生 稲 晃 子 ㊞

※監査等委員田島克夫及び生稲晃子は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取
締役であります。

以 上
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東郷神社東郷神社

ラフォーレ原宿ラフォーレ原宿

表参道口表参道口

JR山手
線原宿

駅

JR山手
線原宿

駅

至渋谷
駅

至渋谷
駅

至代々木
駅

至代々木
駅

東急プラザ
表参道原宿
東急プラザ
表参道原宿

東京メトロ副都心線
明治神宮前駅

東京メトロ副都心線
明治神宮前駅

東京メトロ千代田線
明治神宮前駅

東京メトロ千代田線
明治神宮前駅

明治通り明治通り

キュープラザ原宿キュープラザ原宿

代々木体育館代々木体育館

WITH
HARAJUKU
HALL

株主総会会場ご案内図
会場 東京都渋谷区神宮前一丁目14番30号 WITH HARAJUKU ３階

WITH HARAJUKU HALL

記念品の配付はございませんので予めご了承ください。

ＪＲ山手線「原宿駅」表参道口より徒歩１分
東京メトロ千代田線／副都心線「明治神宮前〈原宿〉駅」出口３より徒歩１分

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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